










































































































































































































































































































































































































































































































































表 2 . 国内の国際共修実践事例（2015年調査より）
科目名 対象学生・定員 実施場所 単位付与 指導言語 大学




国内学生10名 教室 2単位 日本語 東北大学
日本語の文法を外から見て考える 30名 教室 2単位 日本語・英語 東北大学
文章による議論の方法 12名 教室 2単位 日本語 東北大学
日本の伝統文化を通じた日本理解 60名 教室・学内外施設 2単位 英語 東北大学
宮城の伝統文化を通じた日本理解 25名 教室・学外施設 2単位 英語 東北大学








定員無し 教室・学内外施設 2単位 英語 東北大学
異文化間コミュニケーションを通
じて世界を知ろう 定員無し 教室・学外施設 2単位 日本語 東北大学




定員無し 教室・学外施設 2単位 英語 東北大学
サマーコースを企画する 30名 教室・学内外施設 2単位 日本語 東北大学
国際理解教育の実践 25名 教室 2単位 英語 東北大学






留学生 1単位 日本語・英語 立命館大学
グローバル人材養成プログラム 48名 教室・学外施設 無し 日本語・英語 立命館大学
国際合宿研修 26名 学外施設 2単位 日本語・英語 岩手大学
多文化コミュニケーションA 学部 2～ 4年生40名 教室・学外施設 2単位 日本語 岩手大学
多文化コミュニケーションB 学部 1年生40名 教室・学外施設 2単位 日本語 岩手大学
留学生理解と国際教育交流 30名 教室 2単位 日本語・英語 一橋大学




2年生以上） 教室 2単位 日本語 名古屋大学
多文化コミュニケーション論（基礎） 大学院生10名程度 教室 2単位 主に英語 名古屋大学
多文化コミュニケーション論（応用） 10名程度 教室 2単位 主に英語 名古屋大学
日本文化の国際展開 学部1年生12名 教室 2単位 日本語・英語 名古屋大学
Global Environment Issues and 
Management 学部生 教室・学外施設 2単位 英語 広島大学
Cros-cultural Studies on 




42名 教室 2単位 日本語 広島大学
日本教育論 15名 教室・学外施設 2単位 英語（場合により日本語も使用可） 広島大学
「札幌」をフィールドワークする 国内学生10名留学生10名 教室 2単位 日本語 北海道大学
日本語のバリエーション 国内学生10名留学生10名 教室 2単位 日本語 北海道大学
ことばと社会 20名 教室 2単位 日本語 北海道大学
異文化理解の視点から見る日本の











地域文化B 2 20名 教室 2単位 日本語・英語 東洋大学
─  49  ─
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